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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

▲ロウバイやセツブンソウが見
ごろを迎える（昨年２月撮影）
◀星野遺跡憩の森に復元された
縄文時代の住居

　

歴
史
と
文
化
に
富
ん
だ
栃

木
市
の
中
で
も
最
古
級
は
、

市
北
西
部
の
栃
木
百
名
山
の

谷
倉
山
と
三
峰
山
の
間
に
展

開
す
る
星
野
の
里
だ
。
そ
し

て
そ
こ
は
花
の
里
と
し
て
多

く
の
市
民
を
魅
了
す
る
。

　

三
峰
山
東
山
麓
の
四
季
の

森
星
野
で
は
１
月
中
旬
か
ら

ロ
ウ
バ
イ
、
マ
ン
サ
ク
、
２

　
　

   

旧
石
器
時
代
へ
つ
な
が
る
地

花
と
歴
史
と
文
化
の
山
里

月
か
ら
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
、
梅

が
競
演
。
山
口
台
地
に
は
遺

跡
公
園
の
桜
と
カ
タ
ク
リ
の

群
落
も
。
集
落
の
沿
道
は
手

入
れ
さ
れ
た
庭
木
や
草
花
が

歓
迎
す
る
よ
う
に
咲
く
。

　

中
央
を
流
れ
る
永
野
川
と

豊
か
な
緑
、

そ
し
て
太
陽

に
恵
ま
れ
た

台
地
は
狩
猟

時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
に
最

適
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
８
万
年
前
の
物

と
も
い
わ
れ
る
旧
石
器
の
発

見
は
当
地
の
故
斎
藤
恒
民

さ
ん
が
ル
ヴ
ァ
ロ
ア
型
石

核
（
石
刻
と
は
石
器
の
素
材

の
剥
片
を
は
が
し
取
っ
て

残
っ
た
原
石
の

こ
と
）
を
山
口

台
地
で
発
見
し

た
の
が
契
機
。

東
北
大
学
の
芹

沢
長
介
教
授
を

中
心
に
昭
和
40

（
１
９
６
５
）

年
か
ら
５
度
に

わ
た
る
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
、

石川　美
み く

駈ちゃん

ル
ゼ
ン
エ

平成 25年２月生まれの赤ちゃん

関
せきぐち

口　睦
むつ

ちゃん

栗
くりざき

﨑　優
ゆ う と

斗ちゃん

関
せきぐち

口　仁
に い な

渚ちゃん

谷
や ざ わ

澤璃
り の あ

乃亜ちゃん

大
おおつか

塚　健
けんしん

真ちゃん
橋
はしもと

本　紗
さ え

英ちゃん足
あ す け

助　奏
か な み

美ちゃん

関
せきぐち

口　琳
り く

久ちゃん

飯
い い だ

田琉
る う と

優都ちゃん

神
かみやま

山　茶
さ わ

和ちゃん石
いしかわ

川慎
しんのすけ

之介ちゃん

山
やまぐち

口　尊
たける

ちゃん

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日 

・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を

記
入
し
て
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）　

平
成
25
年
４
月
生
ま
れ　

２
月
13
日
（
木
）

（
当
日
必
着
）　

平
成
25
年
５
月
生
ま
れ　

３
月
７
日
（
金
）

大
お お ま め う だ

豆生田結
ゆ い と

翔ちゃん

島
し ま だ

田　暦
こよみ

ちゃん

松
ま つ い

井　康
こう

ちゃん

山
や ま だ

田　彩
あ や と

人ちゃん 数
千
個
の
石
器
を
発
見
し

た
。

　

調
査
用
に
10
㍍
余
掘
り
下

げ
た
ト
レ
ン
チ
の
一
つ
は
星

野
遺
跡
地
層
た
ん
け
ん
館
と

し
て
、
13
に
区
別
さ
れ
た
文

化
層
が
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
縄
文
時
代

の
住
居
跡
な
ど
も
発
見
さ

れ
、
星
野
遺
跡
憩
の
森
と
し

て
台
地
の
中
央
に
復
元
整
備

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
旧
石
器
時
代
に
関

す
る
資
料
や
文
献
な
ど
は
斎

藤
さ
ん
が
私
財
を
投
じ
て
遺

跡
公
園
南
に
建
設
し
た
星
野

遺
跡
記
念
館
に
収
容
さ
れ
て

い
る
（
現
在
休
館
中
）。

　

村
お
こ
し
の
要
と
な
る
ゆ

ず
の
里
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

も
あ
っ
て
、
山
里
の
魅
力
を

満
喫
で
き
る
。

江
え だ

田　那
な つ き

月ちゃん

◇
募
集
期
間　

２
月
３
日（
月
）

～
28
日
（
金
）

◇
広
報
紙
発
行
部
数

約
５
万
２
，
８
０
０
部
（
月
１

回
発
行
／
Ａ
３
判
）

☆
カ
ラ
ー
広
告

◆
場
所
と
料
金（
１
回
当
た
り
）

①
裏
表
紙
下
２
段
の
２
分
の
１

枠　

８
万
円
／
枠

②
表
紙
裏
下
２
段
の
２
分
の
１

枠　

７
万
円
／
枠

市ホームページの有料バナー広告募集

　平成 26 年度に、市ホームページ（トップページ下部）
に掲載する有料バナー広告を募集します。
　企業ＰＲなどにぜひ活用ください。
◆掲載期間　平成 26 年４月～平成 27 年３月の１か月単位
◆掲載規格　天地 50 ピクセル×左右 170 ピクセル
◆容量　８ＫＢ以内
◆形式　GIF、JPEG、PNG
◆枠数　制限なし
◆ 掲 載 料　 １ か 月
15,000 円、12 か 月
165,000 円（ 一 括 前
納の場合に限る）
※詳細は市ホームページのトップページをご覧ください。

  秘書広報課 ☎ 21 ‐ 2225
※２月３日以降☎ 21 ‐ 2317

有
料
広
告
を
募
集

平
成
26
年
度
広
報
と
ち
ぎ

（
枠
サ
イ
ズ
①
・
②
共
通
）

（
約
）
横
１
３
５
㍉
×
縦
94
㍉

③
裏
表
紙
１
頁
前
下
１
段
の
２

分
の
１
枠　

３
万
５
千
円
／
枠

（
枠
サ
イ
ズ
③
）

（
約
）
横
１
３
５
㍉
×
縦
45
㍉

☆
白
黒
広
告

◆
場
所
と
料
金（
１
回
当
た
り
）

④
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
等

（
８
段
組
）
の
最
下
段
（
１
号

に
付
き
概
ね
９
枠
）
の
３
分
の

１
枠　

１
万
８
千
円

（
枠
サ
イ
ズ
④
）

（
約
）
横
89
㍉
×
縦
45
㍉

※
１
ペ
ー
ジ
単
位
（
２
分
の
１

枠
×
２
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

《
募
集
期
間
内
は
次
の
順
位
で

掲
載
》

①
同
一
枠
を
12
回
一
括
申
込
み

②
複
数
申
込
み
（
合
計
納
付
金

額
が
多
い
方
を
優
先
、
合
計
金

額
が
同
じ
場
合
、
枠
サ
イ
ズ
が

大
き
い
方
を
優
先
）

③
１
回
申
込
み
（
枠
サ
イ
ズ
が

大
き
い
方
を
優
先
）

※
そ
れ
ぞ
れ
市
内
の
個
人
事
業

所
や
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
等
を
優
先
し
ま
す
。

※
優
先
順
位
が
同
順
位
の
場

合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
期
間
経
過
後
、
募
集
枠

に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
申
込

み
順
と
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

・
広
告
の
内
容
等
は
、「
広
報

と
ち
ぎ
」
広
告
掲
載
仕
様
書
を

厳
守
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
詳
し
く
は
問
合
先
へ
）

・
左
右
な
ど
の
掲
載
場
所
は
指

定
で
き
ま
せ
ん

◇
申
込
・
問
合
先　

申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
広
告
原
案
を
添

え
て
、

 

秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
担
当
（
☎
21
‐
２
２
２
６

※
２
月
３
日
以
降
☎
21
‐

２
３
１
８
）
へ
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市内各地から、楽しい秋の話題が届きました！
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裏 表 紙
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④④④

インフォメー
　   ション等の
　　　   ページ
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